
大阪大学蛋白質研究所教授会議事要旨 
 

開 催 日 時：平成２９年２月１６日（木）１４：３３～１７：０８ 
開 催 場 所：大会議室 

出 席 者：１９名 

 

○前回議事要旨（案）の確認 

議事に先立ち、前回（１月１９日（木）開催）の教授会議事要旨（案）について確認があり承認された。 

 
 
 

議    事 
 
【協議事項】 
１．蛋白質高次機能学研究部門・教授選考について 

蛋白質高次機能学研究部門・教授の選考経過について説明があり、候補者が同研究部門教授最終候補者と
することが提案され、審議の後、可否投票が行われ、審議した結果、承認した。引き続き、本件を次回運営

協議会に諮問する旨説明があった。 

 

２．任期の定めのない教員への転換審査結果について 

  細胞核ネットワーク研究室及び膜蛋白質化学研究室の各准教授の答申があり、答申結果のとおり承認する

ことについて提案があり、審議した結果、答申結果を承認した。引き続き、本件を次回運営協議会に諮問す

る旨説明があった。 

 

３．蛋白質高次機能学研究部門准教授に係る再任審査報告書について 

蛋白質高次機能学研究部門准教授からの再任希望申出を受け、教授会で設置された「再任審査委員会」に

おいて審議された結果、再任審査委員会報告書のとおりとする旨提案があり、審議した結果、承認された。 

 

４．蛋白質結晶学研究室・特任准教授（常勤）選考について 

所長補佐会議において、選考委員会を設置し選考をおこなったこと、候補者を蛋白質結晶学研究室・特任

准教授（常勤）として、平成２９年４月１日から１年間、雇用することについて提案があり、審議した結果、

承認された。引き続き、本件を次回運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 

５．ゲノム－染色体機能研究室・旧外国人研究員枠による特任教授（常勤）選考について 

所長補佐会議において、選考委員会を設置し選考をおこなったこと、候補者をゲノム－染色体機能研究室・

特任教授（常勤）として、平成２９年４月１日から１ヶ月間、雇用することについて提案があり、審議した

結果、承認された。引き続き、本件を次回運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 

６．ゲノム－染色体機能研究室・労働基準法に基づく任期付き助教選考について 

所長補佐会議において、選考委員会を設置し選考をおこなったこと、候補者をゲノム－染色体機能研究室・

任期付き助教として、同研究室准教授ポストを下位流用し、平成２９年４月１日から６ヶ月間、雇用するこ

とについて提案があり、審議した結果、承認された。引き続き、本件を次回運営協議会に諮問する旨説明が

あった。 

 

７．多階層構造生命科学研究室・国立大学改革強化推進補助金特定支援型「優れた若手研究者の採用拡大支援」 

承継に伴う労働基準法に基づく任期付き助教２名の選考について 

所長補佐会議において、選考委員会を設置し選考をおこなったこと、候補者Ａを多階層構造生命科学研究

室に「優れた若手研究者の採用拡大支援」承継に伴う労働基準法に基づく任期付き助教として、平成２９年

４月１日から２年間、候補者Ｂを同研究室に「優れた若手研究者の採用拡大支援」承継に伴う労働基準法に

基づく任期付き助教として、平成２９年４月１日から２年間雇用したいこと、候補者Ｂ枠の当初は、Ｃ特任

助教（常勤）が承継する予定だったが、急遽、海外転出することとなった旨併せて説明があり、候補者Ａ及

びＢ２名を任期付き助教として雇用することについて提案があり、審議した結果、承認された。引き続き、

本件を次回運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 



８．蛋白研における特任教員の選考について 

蛋白研における特任教員１０名の説明、雇用継続の提案があり、審議した結果、承認した。 

 

９．蛋白質データベース開発研究室への兼任について 

蛋白質構造生物学研究部門教授を平成２９年４月１日から蛋白質データベース開発研究室へ兼任させる旨

の提案があり、審議した結果、承認された。 

 

10．教務委員会の設置について  

   教務委員会設置及び教務委員会内規制定について提案があり、審議した結果、承認された。引き続き、本

件を次回運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 

11．内規等の一部改正について 

・蛋白質研究所「共同利用・共同研究」委員会内規の一部改正について 

・蛋白質研究所特任研究員等の科学研究費助成事業の取扱い等の一部改正について 

    蛋白質研究所「共同利用・共同研究」委員会内規の一部改正及び蛋白質研究所特任研究員等の科学研究 

費助成事業の取扱い等の一部改正について提案があり、審議した結果、承認された。引き続き、本件を次

回運営協議会に諮問する旨説明があった。 

 

12．学内委員会委員等の改選について 

   学内委員会委員の改選について提案があり、審議した結果、承認された。 

 

13．所内委員会委員等の改選について 

   所内委員会委員の改選について提案があり、審議した結果、承認された。 

   なお、「共同利用・共同研究」委員会の委員については、内諾を得られていないことから、次回教授会にお

いて再協議することとなった。 

 

14．２８年度間接経費使用申請について 

ゲノム－染色体機能研究室からの申請を認めることについて提案があり、審議した結果、承認された。 

 

15．２９年度間接経費使用申請について 

蛋白質データベース開発研究室からの申請を認めることについて提案があり、審議した結果、承認された。 

 

16．台湾国立放射光センター・部局間学術交流協定及び覚書の更新について 

   継続して、台湾国立放射光センター・部局間学術交流協定を５年間更新することについて提案があり、審

議した結果、承認された。 

 

17．研究生の受入について 

   分子発生学研究室に候補者を研究生として、平成２９年５月１日～平成２９年７月３１日まで受入れるこ

とについて提案があり、審議した結果、承認された。  

 

18．蛋白研の個別評価について 

   蛋白研の個別評価については、既にメールで周知しているとおり、重要事項であることから、意見があれ

ば連絡願いたいこと、最終版を後日送付する旨の説明があった。 

 

19．その他 

・「SPring-８夏の学校」主催に加わることについて 

例年主催に加わっている「SPring-８夏の学校」について、来年度も主催に加わる旨の提案があり、審議

した結果、承認した。 

 

 

【報告事項】 

１．各種委員会等報告について 

次の各種委員会等１６件の報告があった。 



【学内委員会】 

吹田地区箕面地区合同部局長会議（２月１５日開催）、教育研究評議会（２月１５日開催）、拡大部局長 

懇談会（２月１５日開催）、部局長会議（２月１５日開催）、学術研究機構会議（１月２７日開催）、遺伝 

子実験組換え実験安全委員会（１１月９日、１月１１日開催）、国際交流委員会（１月２４日開催）、入試 

委員会（２月３日開催）、吹田地区事業場安全衛生委員会（２月７日開催）、学生生活委員会（２月８日開 

催）、第２回超高圧電子顕微鏡センター運営委員会（２月９日開催）、全学教育推進機構会議（２月１０日 

開催）、ラジオアイソトープ総合センター専門委員会（２月１５日開催） 

【所内委員会】 

共同利用・共同研究委員会（２月９日開催）共通施設運営委員会（２月９日開催）、第４回創設６０周年 

６０周年記念事業委員会（２月９日開催） 

 

２．国立大学改革強化推進補助金「優れた若手研究者の採用拡大支援」による蛋白質化学研究部門細胞システ 

 ム研究室の特任助教、および、大学の教員等の任期に関する法律による助教の採用について                                             

   細胞システム研究室の特任助教（常勤）２名については、国立大学改革強化推進補助金「優れた若手研究

者の採用拡大支援」により、平成２９年４月１日付けで、大学の教員等の任期に関する法律により、同研究 

室の助教として採用することが運営協議会で承認されている旨の報告があった。 

 

３．平成２９年度大阪大学年度計画（原案）について 

   特に意見はなかった旨報告があった。 

 

４．平成２９年度部局年度計画等の作成について 

   本部事務機構の締切りが２月１７日までとなっているので、修正等があれば連絡願いたい旨報告があった。 

 

５．実験ノートの管理状況及び記載内容の点検について 

   平成２９年２月１０日付けで通知していること、３月２４日までに提出するよう協力依頼があった。 

 

６．遺伝子組換え施設等に係る立入調査結果通知書について 

   １月２６日に実施された吹田市による立入調査結果について、特に指摘事項はなかった旨の報告があった。 

 

７．平成２９年度のリトリート開催日変更について 

   平成２９年度のリトリート開催日を当初１１月２８日、２９日に決定していたが、研究所ネットワーク国

際シンポジウムと日程が重なることから、１２月１２日、１３日に変更する旨報告があった。 

 

８．平成２９年度 CITI Japan e-learning 受講について 

   平成２８年度まで無料だった CITI Japan e-learning について、平成２９年度からは有料で照会されてい

たことについて、本部事務機構・研究推進・産学連携部から、平成２９年度からは、大学が一括契約するこ

ととなり、①維持期間会員会費と②利用料金は、大学が負担すること、②については、平成３０年度から部

局負担に見直す可能性があることについて報告があった。 

 

９．研究従事について 

研究従事３件の受入について報告があった。 

 

10．海外渡航について  

海外渡航１５件について報告があった。 

 

11．講堂等の使用について 

講堂等の使用について報告があった。 

 

12．１月度エネルギー使用量一覧表について 

１月度エネルギー使用量について報告があった。 

 

13．その他 

・教員の退職について 



  ４名が退職する旨報告があった。 

・生命科学系学会合同年次大会について 

     ２０１７年１２月６日～９日開催される旨案内があった。 

 

 

◆次回教授会開催予定日は、３月１６日（木）所内産学官連携問題委員会（１３時３０分開始）終了後に開催

予定である旨説明があった。 

 

 

以 上 


